
一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
の
地
廻
り
酒
問
屋
と
は
、
関
八
州
の
酒
を
取
り
扱
っ
た
問
屋
で
あ
る
。『
諸

問
屋
名
前
帳
』
中
、
江
戸
茅
場
町
に
店
を
構
え
た
地
廻
り
酒
問
屋
で
あ
る
鴻
池
屋
は

永
岡
氏
を
名
乗
る（

（
（

。
同
家
が
著
名
な
点
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
―
一
八
二
八
（
と

親
し
く
し
、
多
く
の
作
品
を
所
蔵
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
従
来
、
鴻
池
屋
と
抱
一

の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
し
い
と
こ
ろ
で
は
藤
懸
静
也
（
一
八
八
一
―
一
九
五
八
（
が

『
國
華
（
四
三
四
号
（』（
一
九
二
七
年
（
で
現
在
、
大
倉
集
古
館
が
所
蔵
す
る
酒
井

抱
一
筆
「
五
節
句
図
」（
図
１
（
お
よ
び
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
（
鴻
儀
宛
、
清

六
宛
（、
池
田
江
村
書
簡
（
栗
山
氏
宛
（
に
着
目
し
、
鴻
池
屋
の
需
め
に
応
じ
て
本

作
品
が
文
政
十
（
一
八
二
七
（
年
に
制
作
さ
れ
た
周
縁
を
論
じ
て
い
る（

（
（

。

　

先
行
研
究
で
は
画
題
と
な
る
五
節
句
―
―
人
日
、
上
巳
、
端
午
、
七
夕
、
重
陽 

―
―
の
様
式
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
時
に
付
属
す
る
抱
一
に
よ
る

小
冊
子
お
よ
び
書
簡
二
通
か
ら
、
当
時
の
周
縁
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
注
目
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
書
簡
に
み
る
鴻
儀
宛
す
な
わ
ち
鴻
池
屋
儀
兵
衛
の
略
称
は
、
作
画

の
依
頼
者
で
あ
る
伊
三
郎
と
さ
れ
る（

（
（

。
特
に
玉
蟲
敏
子
氏
は
書
簡
中
の
鴻
池
屋
に
つ

い
て
「「
八
橋
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
（
の
依
頼
者
で
も
あ
っ
た
有
力
な
パ
ト
ロ

ン
に
対
し
て
、
抱
一
が
相
応
の
努
力
を
払
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し

て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
一
方
で
、
茶
の
湯
文
化
史
に
お
い
て
同
家
は
中
興
名
物
瀬
戸
茶
入
銘
「
思

研
究
論
文

　
　
　

鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

宮
　
武
　
慶
　
之 

　

江
戸
の
地
廻
り
酒
問
屋
で
あ
る
鴻
池
屋
儀
兵
衛
は
永
岡
氏
を
名
乗
り
、酒
井
抱
一
と
の
交
流
か
ら
多
く
の
作
品
を
所
蔵
し
た
。
同
家
が
所
蔵
し
た
「
五
節
句
図
」（
大

倉
集
古
館
蔵
。
重
要
美
術
品
）
に
は
抱
一
書
簡
と
し
て
鴻
儀
宛
、
手
代
清
六
宛
書
簡
二
通
が
付
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
当
初
よ
り
で
は
な
く
、
の
ち
に
付
属
し
た
。

従
来
の
研
究
で
は
宛
名
の
鴻
儀
す
な
わ
ち
当
主
で
あ
る
鴻
池
屋
儀
兵
衛
と
は
作
画
を
依
頼
し
た
永
岡
伊
三
郎
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
鴻
池
屋
歴
代
の
活
動

時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
菩
提
寺
で
あ
っ
た
妙
壽
寺
の
過
去
帳
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
。
そ
こ
で
鴻
池
屋
が
江
戸
町
会
所
御
用
達
で
あ
っ
た
点

に
着
目
し
た
。
御
用
達
に
関
す
る
記
録
か
ら
鴻
池
屋
歴
代
の
活
動
時
期
を
区
分
し
、
抱
一
書
簡
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
周
縁
を
明
確
に
す
る
。
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

河
」
を
嘉
永
六
（
一
八
五
三
（
年
に
入
手
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
行
状
に
つ
い
て

は
江
戸
の
道
具
商
本
屋
了り

ょ
う

芸う
ん

（
自
直
庵
／
一
七
九
〇
生
（
の
茶
会
に
鴻
池
屋
主
人

が
招
か
れ
れ
ば
使
用
し
た
道
具
一
式
を
買
い
取
っ
た
点（

（
（

が
述
べ
ら
れ
る
が
明
確
な
資

料
は
な
く
、
研
究
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
鴻
池
屋
当
主
の
文
化
的

活
動
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
美
術
史
お
よ
び
茶
の
湯
文
化
史
で
も
重
要
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。

　

茅
場
町
の
鴻
池
屋
に
つ
い
て
詳
細
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
、
あ
さ
く
ら
ゆ
う
氏

に
よ
る
『
慶
応
四
年
新
撰
組
近
藤
勇
始
末
』（
二
〇
〇
六
年
（（

（
（

お
よ
び
松
下
英
治
氏

に
よ
る
『
新
選
組
流
山
顛
末
記
』（
二
〇
〇
九
年
（（

（
（

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
流
山
に
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
で
敗
れ
た
新
撰
組
の
近
藤
勇
改
め
大
久
保
大
和
（
一
八
三
四
―

一
八
六
八
（ら
が
本
陣
を
構
え
た
永
岡
三
郎
兵
衛
宅
と
の
関
係
を
起
点
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
永
岡
三
郎
兵
衛
と
江
戸
南
茅
場
町
の
永
岡
氏
と
の
関
係
も
含
め
た
考
察
が

な
さ
れ
る
。
あ
さ
く
ら
氏
お
よ
び
松
下
氏
は
『
世
事
見
聞
録
』、『
諸
問
屋
名
前
帳
』、

『
御
蔵
前
札
差
家
業
名
題
帳
』
に
加
え
、
流
山
に
関
係
す
る
資
料
を
中
心
に
儀
兵
衛

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
三
郎
兵
衛
の
動
向
に
つ
い
て
流
山
と
の
関
係
に

つ
い
て
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

両
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
弘
化
二
年
、
池
田
義
信
（
英
泉
／

一
八
四
八
没
（
に
よ
る
『
楓
鎧
之
渡
古
跡
考
』
か
ら
江
戸
の
鴻
池
屋
の
所
有
し
た
土

地
の
変
遷
を
近
代
に
至
る
ま
で
、
一
次
資
料
を
用
い
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
ま
た
桑
名
藩
と
の
関
係
を
分
限
帳
か
ら
明
確
に
し
て
お
り
、
近
代
に
至
る

江
戸
の
鴻
池
屋
永
岡
家
の
動
向
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
江
戸
の
永
岡
家
の

歴
代
の
活
動
や
そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
な
お
検
討
の

余
地
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
岩
瀬
文
庫
が
所
蔵
す
る
島
田
筑
波
（
一
八
八
五
―
一
九
五
一
（

図１　酒井抱一筆「五節句図」（五幅対）
（大倉集古館蔵。重要美術品）

二
（
153
）
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に
よ
る
『
筆
蔵
』（

（
（

で
は
永
岡
儀
兵
衛
の
墓
は
深
川
妙
壽
寺
に
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

妙
壽
寺
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
（
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
本
堂
や
過
去
帳
な
ど

が
焼
失
し
、
震
災
後
は
北
烏
山
に
移
転
し
現
在
に
至
る
。
住
職
の
三
吉
廣
明
師
よ
り

鴻
池
屋
（
永
岡
家
（
が
同
寺
の
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
多
く
の
寄
進
を
行
な
っ
た

点
に
つ
い
て
は
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
十
（
一
八
七
七
（
年
に
作
成
さ

れ
た
『
妙
満
寺
八
品
・
興
門
本
成
寺
・
黄
蘗
・
時
宗
明
細
簿
・
明
治
（0
年
調
製（

（
（

』（
以

下
、『
寺
院
明
細
簿
』に
統
一
（か
ら
確
認
で
き
る
と
の
教
示
を
得
た
。『
寺
院
明
細
簿
』

に
よ
る
と
寄
進
さ
れ
た
時
期
が
判
明
す
る
の
は
寛
政
二
（
一
七
九
〇
（
年
、
弘
化
三

（
一
八
四
六
（
年
、
安
政
二
（
一
八
五
五
（
年
、
同
六
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
と

な
る
の
が
鴻
池
屋
当
主
の
活
動
時
期
で
あ
る
。
本
来
、
過
去
帳
が
有
力
な
資
料
で
あ

る
が
焼
失
し
現
存
し
な
い
。
三
吉
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
北
烏
山
に
移
転
す
る
際
、
永

岡
家
の
墓
石
も
移
さ
れ
、
墓
石
に
は
戒
名
お
よ
び
没
年
が
彫
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
た
め
、
墓
石
拓
本
の
提
供
を
受
け
確
認
し
た
が
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
生
没
年
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
活
動
時
期
の
区
分
を
目
的

と
し
、
鴻
池
屋
が
江
戸
の
町
方
御
用
達
（
以
下
、
御
用
達
に
統
一
（
で
あ
る
点
に
着

目
し
た
。
町
方
御
用
達
と
は
江
戸
町
会
所
で
諸
役
を
行
い
、
基
本
的
に
は
江
戸
在
住

の
富
裕
な
町
人
か
ら
選
ば
れ
た
。
鴻
池
屋
で
は
文
政
九
年
よ
り
文
久
二（
一
八
六
二
（

年
に
至
る
ま
で
四
代
に
わ
た
り
御
用
達
ま
た
は
御
用
達
見
習
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、

任
命
に
際
し
て
は
年
齢
が
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
期
間
は
抱
一
が「
五

節
句
図
」
を
制
作
し
た
時
期
お
よ
び
妙
壽
寺
に
寄
進
を
行
っ
た
時
期
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
御
用
達
に
関
す
る
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
で
活
動
時
期
を
区
分
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
関
東
大
震
災
に
際
し
て
罹
災
し
た
美
術
品
は
『
罹
災
美
術

品
目
録
』（
一
九
三
三
年
（
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
時
の
永
岡
家

当
主
で
あ
る
永
岡
六
三
郎
（
生
没
年
不
詳
（
の
所
持
品
中
で
罹
災
し
た
作
品
の
記
録

は
、
同
家
に
伝
来
し
て
い
た
作
品
情
報
と
し
て
重
要
と
な
る（

（（
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
本
稿
で
は
鴻
池
屋
当
主
の
活
動
時
期
を
明
確
に
し
、「
五
節
句
図
」

に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
改
め
て
注
目
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
な
お
御
用
達
お
よ
び
御
用
達
見
習
と
な
っ
た
鴻
池
屋
四
代
お
よ
び
、
そ
の

後
の
系
図
を
図
２
と
し
た
。

図２　�江戸時代における町方御用達また
は同見習となった鴻池屋の歴代。

3 
 

図２ 江戸時代における町方御用達ま
たは同見習となった鴻池屋の歴代。 

妙
壽
寺
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
本
堂
や
過
去
帳
な
ど

が
焼
失
し
、
震
災
後
は
北
烏
山
に
移
転
し
現
在
に
至
る
。
住
職
の
三
吉
廣
明
師
よ
り

鴻
池
屋
（
永
岡
家
）
が
同
寺
の
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
多
く
の
寄
進
を
行
な
っ
た

点
に
つ
い
て
は
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
作
成
さ

れ
た
『
妙
満
寺
八
品
・
興
門
本
成
寺
・
黄
蘗
・
時
宗
明
細
簿
・
明
治
１
０
年
調
製
９

』

（
以
下
、
『
寺
院
明
細
簿
』
に
統
一
）
か
ら
確
認
で
き
る
と
の
教
示
を
得
た
。
『
寺

院
明
細
簿
』
に
よ
る
と
寄
進
さ
れ
た
時
期
が
判
明
す
る
の
は
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）

年
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
、
同
六
年
で
あ
る
。
そ

こ
で
重
要
と
な
る
の
が
鴻
池
屋
当
主
の
活
動
時
期
で
あ
る
。
本
来
、
過
去
帳
が
有
力

な
資
料
で
あ
る
が
焼
失
し
現
存
し
な
い
。
三
吉
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
北
烏
山
に
移
転

す
る
際
、
永
岡
家
の
墓
石
も
移
さ
れ
、
墓
石
に
は
戒
名
お
よ
び
没
年
が
彫
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
墓
石
拓
本
の
提
供
を
受
け
確
認
し
た
が
人
物
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
生
没
年
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
活
動
時
期
の

区
分
を
目
的
と
し
、
鴻
池
屋
が
江
戸
の
町
方
御
用
達
（
以
下
、
御
用
達
に
統
一
）
で

あ
る
点
に
着
目
し
た
。
町
方
御
用
達
と
は
江
戸
町
会
所
で
諸
役
を
行
い
、
江
戸
在
住

の
富
裕
な
町
人
か
ら
選
ば
れ
た
。
鴻
池
屋
で
は
文
政
九
年
よ
り
文
久
二
（
一
八
六
二
）

年
に
至
る
ま
で
四
代
に
わ
た
り
御
用
達
ま
た
は
御
用
達
見
習
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、

任
命
に
際
し
て
は
年
齢
が
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
抱
一
が
「
五

節
句
図
」
を
制
作
し
た
時
期
お
よ
び
妙
壽
寺
に
寄
進
を
行
っ
た
時
期
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
御
用
達
に
関
す
る
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
で
活
動
時
期
を
区
分
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
関
東
大
震
災
に
際
し
て
罹
災
し
た
美
術
品
は
『
罹
災
美
術

品
目
録
』（
一
九
三
三
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
時
の
永
岡
家
当

主
で
あ
る
永
岡
六
三
郎
（
生
没
年
不
詳
）
の
所
持
品
中
で
罹
災
し
た
作
品
の
記
録
は
、

同
家
に
伝
来
し
て
い
た
作
品
情
報
と
し
て
重
要
と
な
る
１
０

。 

以
上
の
点
か
ら
本
稿
で
は
鴻
池
屋
当
主
の
活
動
時
期
を
明
確
に
し
、
「
五
節
句
図
」

に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
改
め
て
注
目
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
な
お
御
用
達
お
よ
び
御
用
達
見
習
と
な
っ
た
鴻
池
屋
四
代
お
よ
び
、
そ
の

後
の
系
図
を
図
２
と
し
た
。 

 二
・
鴻
池
屋
の
隆
盛 

三
（
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）



　
　
　

鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

二
、
鴻
池
屋
の
隆
盛

　

そ
も
そ
も
鴻
池
屋
の
隆
盛
に
つ
い
て
文
化
十
三
（
一
八
一
六
（
年
の
自
序
が
あ
る

武
陽
隠
士（
生
没
年
不
詳
（に
よ
る
『
世
事
見
聞
録
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

鴻
池
儀
兵
衛
が
三
代
前
の
爺
は
、
船
町
に
て
升
売
り
の
酒
屋
に
て
あ
り
し
が
、

女
房
は
元
奥
の
女
中
方
の
部
屋
へ
奉
公
せ
し
も
の
に
て
、
そ
の
旦
那
な
る
女
中

よ
り
三
百
両
を
借
り
て
、
舂
米
屋
を
始
め
け
る
が
、
そ
の
女
中
、
間
も
な
く
頓

死
し
、
借
り
徳
に
な
り
、
そ
の
後
天
明
年
中
、
飢
饉
の
節
、
訳
あ
り
て
伊
奈
半

左
衛
門
の
贔
屓
に
預
か
り
、
関
八
州
在
々
よ
り
米
穀
雑
穀
買
ひ
上
げ
方
を
請
け

負
て
、
一
万
両
有
余
の
徳
分
を
得
し
と
い
ふ
。
旦
那
の
頓
死
が
福
と
な
り
、
世

の
飢
饉
が
大
徳
と
な
れ
り（

（（
（

。

同
書
は
文
化
十
三
年
の
成
立
と
な
る
た
め
、
当
時
よ
り
三
代
前
に
鴻
池
屋
が
急
成
長

し
た
と
さ
れ
る
。

　

次
に
天
明
年
中
に
伊
奈
忠
尊
（
半
左
衛
門
／
一
七
六
四
―
一
八
〇
七
（
が
贔
屓
と

な
り
、
関
八
州
在
々
よ
り
米
穀
雑
穀
買
上
方
を
請
負
っ
た
と
あ
る
。
天
明
の
飢
饉
と

は
同
二
年
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
飢
饉
を
指
す
。
忠
尊
が
幕
府
よ
り
諸
国
か
ら
の
買

米
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
市
中
に
流
入
さ
せ
た
の
は
天
明
七
（
一
七
八
七
（
年
と
な
る
。

こ
の
買
米
に
当
時
の
儀
兵
衛
の
祖
が
関
与
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
儀
兵
衛
の
祖

は
地
廻
り
酒
問
屋
と
し
て
関
八
州
よ
り
米
を
買
い
入
れ
る
経
路
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
鴻
池
屋
の
致
富
の
経
緯
と
な
る
。

　

後
述
す
る
秋
田
藩
士
の
宇
佐
美
祐
信
（
生
没
年
不
詳
（
に
よ
る
江
戸
勤
番
の
日
記

で
あ
る
『
江
都
日
記
』
天
保
十
五
年
八
月
十
五
日
条
で
は

　
　

長永

岡
儀
兵
衛
は
鴻
池
一
家
之
内
の
番
頭
と
申
事
に
候（

（（
（

と
あ
る
。
番
頭
の
家
柄
と
あ
る
点
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
確
か
な
点
は
鴻
池

屋
一
族
の
本
家
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

天
明
期
の
当
時
の
儀
兵
衛
の
活
動
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
天
明
七
年
九
月
に

金
比
羅
山
に
鳥
居
（
現
在
の
書
院
下
の
鳥
居
（
を
発
願
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鳥

居
の
完
成
は
翌
年
の
天
明
八
年
五
月
と
な
る
。
こ
の
奉
納
は
儀
兵
衛
の
ほ
か
一
族
で

あ
る
鴻
池
太
郎
兵
衛
、
傳
右
エ
門
、
栄
蔵
お
よ
び
江
戸
の
商
人
ら
に
よ
る
寄
進
で
あ

る
。
鳥
居
の
右
柱
上
部
に
は
「
江
戸
茅
場
町
／
鴻
池
儀
兵
衛
」
と
あ
る（

（（
（

。
こ
の
儀
兵

衛
と
は
『
世
事
見
聞
録
』
で
述
べ
ら
れ
る
人
物
ま
た
そ
の
息
子
と
目
さ
れ
、
こ
の
当

時
す
で
に
富
裕
な
商
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
そ

の
拠
点
が
茅
場
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
こ
の
当
時
は
永
岡
姓
を
名
乗
っ

て
は
い
な
い
。

　

現
時
点
で
本
家
を
断
言
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、『
諸
問
屋
名
前
帳
』
で
は
下
り

酒
問
屋
と
し
て
鴻
池
太
郎
兵
衛
、
同
栄
蔵
の
名
が
確
認
で
き（

（（
（

、
ま
た
太
郎
兵
衛
は
文

化
三
年
に
儀
兵
衛
と
共
に
御
用
金
三
千
両
を
上
納
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
太
郎
兵
衛

ま
た
は
栄
蔵
が
本
家
と
目
さ
れ
、
さ
ら
に
天
明
期
に
隆
盛
し
、
の
ち
の
儀
兵
衛
が
町

方
御
用
達
と
な
り
永
岡
姓
を
名
乗
っ
た
経
緯
が
知
れ
る
。

　

こ
こ
で
鴻
池
屋
儀
兵
衛
が
檀
越
と
な
っ
た
寺
院
は
、
か
つ
て
深
川
に
あ
っ
た
妙
壽

寺
で
あ
る
。『
寺
院
明
細
簿
』
に
は
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
す
る
以
前
の
様
子
が

詳
し
く
、
什
物
な
ど
の
記
述
と
寄
進
者
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
永
岡
儀
兵
衛
に

よ
り
寄
進
さ
れ
た
品
の
う
ち
、
年
次
が
確
認
で
き
る
の
は
次
が
あ
る
。

　
　

一　

本
堂　

七
十
二
坪
半
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文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

　
　
　
　

但
寛
政
二
戌
歳
五
月
東
京
府
平
民
永
岡
儀
兵
エ
外
檀
方
中
奇
附

　
　

一　

座
敷
并
玄
関
台
所　

従
前
之
坪
数
百
九
十
坪
五
合
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
建
坪
七
合
□
百
三
十
坪
二
分
五
厘
未
再
興

　
　
　
　

但
弘
化
三
年
午
東
京
府
平
民
永
岡
儀
兵
エ
并
外
檀
方
中
奇
附

　
　

一　

鐘
楼
堂　

二
坪
五
合

　
　
　
　

但
安
政
二
卯
年
震
災
崩
潰
后
仮
立
右
永
岡
儀
兵
エ
奇
附

　
　

一　

表
門
并
門
番
所　

八
坪
五
合

　
　
　
　

但
安
政
六
年
未
七
月
右
永
岡
儀
兵
エ
并
惣
檀
方
中

寛
政
二
年
の
寄
進
は
鴻
池
屋
の
ほ
か
、
檀
家
に
よ
る
も
の
で
あ
り
妙
壽
寺
と
は
こ
の

当
時
よ
り
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
弘
化
三
年
の
寄
進
は
他
の
檀

家
と
の
寄
進
、
安
政
二
年
は
単
独
で
の
寄
進
で
あ
る
。

　

以
上
の
ほ
か
同
書
中
、
年
次
不
詳
な
が
ら
単
独
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
の
は
燭
台
や

施
餓
鬼
棚
を
含
め
二
十
五
件
百
四
十
六
点
が
寄
進
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
寛
政
期
当
時
、
鴻

池
屋
儀
兵
衛
は
す
で
に
主
要
な
檀
越
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
以
降
の
当
主
も

檀
越
と
し
て
活
動
し
て
お
り
寄
進
さ
れ
た
品
々
よ
り
相
応
の
富
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

三
、
町
方
御
用
達
の
記
録
に
み
る
歴
代

　

鴻
池
屋
儀
兵
衛
の
江
戸
に
お
け
る
公
的
な
役
職
は
町
会
所
の
御
用
達
で
あ
る
。
そ

こ
で
現
在
、
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
町
会
所
一
件
書
留
』
に
は
鴻
池
屋
に
関
す

る
記
述
が
確
認
で
き
る
。
同
書
中
、
文
政
九
年
の
時
点
で
御
用
達
の
候
補
者
の
身
上

書
が
記
録
さ
れ
、
鴻
池
屋
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
茅
場
町
利
左
衛
門
地
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
廻
り
酒
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴻
池
屋
儀
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
四
拾
四
歳

右
ハ
家
内
弍
拾
四
五
人
相
暮
し
、
家
屋
敷
三
拾
ケ
所
程
所
持

罷
在
、
他
向
え
差
出
置
候
金
子
、
出
店
等
も
有
之
、
凡
金
拾
万

両
余
之
分
限
ニ
て
実
体
な
る
も
の
ニ
御
座
候（

（（
（

 

儀
兵
衛
の
生
年
は
天
明
三
年
と
判
明
し
、
当
時
は
南
茅
場
町
利
左
衛
門
地
借
に
居
住

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
家
族
お
よ
び
店
の
も
の
も
含
め
二
四
、五
人
の
世

帯
で
あ
り
、
南
茅
場
町
も
含
め
、
家
屋
敷
を
三
十
ヶ
所
ほ
ど
所
有
し
、
さ
ら
に
金

十
万
両
ほ
ど
の
分
限
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
述
べ
る
儀
兵
衛
は
、

そ
の
後
に
御
用
達
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
便
宜
上
、
御
用
達
初
代
儀
兵

衛
と
表
記
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
御
用
達
は
代
々
世
襲
さ
れ
、
実
子
ま
た
は
養
子
に
よ
る
も
の
で
相
応

の
年
頃
で
あ
れ
ば
見
習
い
と
し
て
加
わ
る
例
が
あ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
儀
兵
衛
の
場
合
に
つ

い
て
考
え
る
と
き
『
天
保
撰
要
類
集
（
第
五
二
冊
（』
の
う
ち
天
保
三
（
一
八
三
二
（

年
十
二
月
四
日
付
に
水
野
出
羽
守
に
提
出
さ
れ
た
文
書
に
着
目
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
確
認
で
き
る
。

　
　

町
方
御
用
達
永
岡
儀
兵
衛
外
壱
人

　
　

倅
共
勤
方
見
習
之
儀
相
願
候
趣

　
　

左
ニ
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
方
御
用
達

五
（
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

儀
兵
衛
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
岡
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
六
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
助
倅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
九
歳

　
　

右
儀
兵
衛
佐
助
儀
文
政
九
戌
年
二
月

　
　

町
方
御
用
達
被
仰
付
當
辰
年
迄

　
　

七
ヶ
年
御
用
無
滞
相
勤
罷
在
候
處

　
　

儀
兵
衛
儀
は
持
病
ニ
積
床
有
之
佐
助

　
　

儀
は
常
々
眼
氣
不
宜
時
々
難
儀
仕

　
　

候
間
可
相
成
儀
ニ
御
座
候
間
書
面
之

　
　

伊
三
郎
佐
兵
衛
儀
勤
方
見
習
被

　
　

仰
付
被
下
候
様
仕
度
旨
御
用
達
共

　
　

一
同
相
願
候
ニ
付
評
議
仕
候
処
倅
共
迄

　
　

勤
方
為
見
習
置
候
て
父
病
床
等

　
　

之
節
差
支
も
無
之
御
用
并
も
宣
可

　
　

有
御
座
候
間
願
之
通
見
習
勤
之
儀

　
　

可
申
渡
候
哉
左
候
て
父
同
様
上
下
着

　
　

用
為
相
勤
候
様
可
仕
候
依
之
奉
伺
候

　
　
　

以
上

　
　

辰
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　

榊
原
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筒
井
伊
賀
守

永
岡
儀
兵
衛
、
佐
助
は
文
政
九
年
よ
り
七
ヶ
年
に
わ
た
り
御
用
達
を
勤
め
た
が
、
老

病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
倅
供
を
御
用
達
見
習
に
さ
せ
よ
う
と
す
る
伺
書
で
あ
る
。
ま

た
三
代
ま
で
は
永
岡
氏
の
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

　

特
に
儀
兵
衛
と
は
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
と
な
る
。
伊
三
郎
（
後
の
御
用
達
二
代
儀

兵
衛
（
は
天
保
三
年
の
時
点
で
す
で
に
養
子
と
な
っ
て
お
り
、
生
年
が
寛
政
九
年
と

判
明
す
る
。
ま
た
天
保
七
年
に
御
用
達
の
二
代
目
と
な
る
。
な
お
養
子
と
な
っ
た
背

景
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
安
政
元
年
十
二
月
に
永
岡
儀
兵
衛
が
申
し
立

て
た
と
こ
ろ
で
は
、
倅
伊
三
郎
（
一
八
二
九
ま
た
は
一
八
三
〇
生
（
が
嘉
永
二
年
に

御
用
達
見
習
と
な
っ
た
も
の
の
病
気
を
理
由
に
見
習
御
免
を
願
い
出
て
、
翌
年
の
安

政
二
年
に
は
願
い
通
り
御
免
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。そ
こ
で
次
男
で
あ
る
辰
蔵（
一
八
三
二

生
（
が
儀
兵
衛
を
襲
名
し
御
用
達
と
な
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
辰
蔵
は
『
順
立
物
（
九
（』

の
文
久
二
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

右
儀
兵
衛
儀
安
政
二
卯
年
十
月
よ
り
親
跡
引
続
御
用
達
相
勤
罷
在
候
処
、
去
酉

年
夏
以
来
逆
上
強
歩
行
等
相
成
兼（

（（
（

 

文
久
元
年
よ
り
の
体
調
不
良
に
よ
り
、
翌
年
の
文
久
二
年
に
は
御
用
達
病
免
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
御
用
達
二
代
目
儀
兵
衛
の
活
動
時
期
と
し

て
は
安
政
二
年
ま
で
が
確
認
で
き
た
こ
と
と
な
る
。
以
上
に
よ
り
四
代
に
わ
た
る
御

用
達
の
歴
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
辰
蔵
の
後
の
鴻
池
屋
で
あ
る
が
、『
御
蔵
前
札
差
家
業
名
題
帳
』
に
よ
れ
ば
、

浅
草
旅
籠
町
二
丁
目
代
地
家
持
で
あ
る
札
差
の
永
岡
屋
勝
左
衛
門
（
生
没
年
不
詳
（

の
子
で
、
辰
蔵
の
甥
に
あ
た
る
勝
太
郎
（
生
没
年
不
詳
（
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
。
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文
久
二
年
に
辰
蔵
は
退
身
し
て
善
八
と
改
名
し
、
勝
太
郎
は
儀
兵
衛
と
改
名
し
当
主

と
な
る
も
、
若
年
で
あ
っ
た
た
め
三
郎
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
（
を
後
見
と
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
る（

（（
（

。

　

特
に
善
八
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
は
医
術
に
詳
し
く
、
経
済
学
者
で
も
あ
っ
た
若

山
儀
一
（
一
八
四
〇
―
一
八
九
一
（
の
遺
稿
で
あ
る
『
述
情
写
』
で
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　

 

永
岡
善
八
儀鴻

儀鴻
と
申
者
慶
応
の
末
年
病
に
罹
り
治
す
へ
か
ら
さ
る
を
鯫
生
と
池

田
謙
斎
と
に
て
治
療
を
施
し
全
癒
に
趣
き
候（

（（
（

 

儀
鴻
と
あ
る
が
記
述
か
ら
鴻
儀
と
判
断
さ
れ
、
善
八
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
（
年
ま

で
活
動
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
（
年
に
は
桑
名
藩

邸
の
築
地
下
屋
敷

―
浴
恩
園
を
含
む

―
を
購
入
す
る
が
、
政
府
に
よ
る
上
地
令

を
発
令
す
る
以
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
兵
部
省
が
借
り
上
げ
た
が
儀
兵
衛
は
返
還
を

求
め
て
交
渉
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
土
地
は
儀
兵
衛
に
返
還
さ
れ
る（

（（
（

。

　

以
上
に
よ
り
御
用
達
と
な
っ
た
鴻
池
屋
当
主
お
よ
び
江
戸
時
代
に
お
け
る
歴
代
の

活
動
時
期
が
区
分
で
き
る
。

四
、
伊
三
郎
が
養
子
と
な
る
背
景

　

抱
一
に
「
五
節
句
図
」
を
依
頼
す
る
の
は
御
用
達
二
代
目
儀
兵
衛
こ
と
伊
三
郎
と

な
る
。
伊
三
郎
が
養
子
と
な
る
背
景
と
し
て
、
養
父
で
あ
る
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の

実
子
の
存
在
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
井
伊
家
史
料
（
二
十
一
巻
（』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
豊
嶋
郡
坂
本
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
伝
兵
衛
地
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
條
殿
御
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
岡
刑
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻　

名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘　

名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
女　

二
人

右
は
南
茅
場
町
酒
問
屋
永
岡
儀
兵
衛
厄
介
人
ニ
而
、
元
新
八
郎
と
申
、
馬
乗
等

相
好
、
元
同
所
金
杉
村
字
千
束
と
唱
候
場
所
ニ
罷
在
、
去
ル
巳
年
中
二
條
殿
御

家
来
ニ
相
成
、
去
午
年
六
月
中
当
時
之
場
所
へ
引
移
、
身
持
所
業
之
儀
は
悪
敷

風
聞
等
相
聞
不
申
、
平
常
素
読
手
習
等
い
た
し
罷
在
候（

（（
（

。

安
政
四
年
に
二
條
齋
敬
（
一
八
一
六
―
一
八
七
八
（
の
家
臣
と
な
っ
た
永
岡
刑
部

（
一
八
二
五
ま
た
は
一
八
二
六
生
（
は
茅
場
町
の
永
岡
儀
兵
衛
の
息
子
新
八
郎
と
な

る
。
当
時
す
で
に
妻
が
い
た
こ
と
が
知
れ
る
と
と
も
に
、
安
政
五
年
に
は
坂
本
村
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
井
伊
家
史
料
（
二
十
二
巻
（』
で
は

安
政
六
年
の
時
点
で
、
永
岡
刑
部
は
三
十
四
、五
歳
と
し
て
記
述
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
た
め
生
年
は
文
政
八
年
ま
た
は
九
年
と
な
る
。
当
時
は
入
谷
龍
仙
寺
稲
荷
前
松

葉
横
町
に
居
住
し
た
が
、
鳥
見
寄
合
集
会
の
席
を
め
ぐ
っ
て
名
主
と
対
立
し
転
宅
し

た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

其
後
当
場
所
江
昨
年
六
月
頃
引
越
尚
亦
立
派
ニ
普
請
い
た
し
、
二
條
殿
家
来
ニ

は
相
成
居
候
得
共
、
元
来
此
も
の
茅
場
町
鴻
池
儀
兵
衛
次
男
ニ
而
、
屡
放
蕩
い

た
し
金
銀
を
芥
之
こ
と
く
遣
捨
候
ニ
付
、
愛
子
ニ
は
候
得
共
、
親
之
手
許
ニ
難
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

差
置
、
久
離
相
成
、
内
々
佐
竹
壹
岐
守
家
来
引
受
隠
者
ニ
相
成
候
上
、
二
條
家

江
随
身
迄
ニ
而
、
当
場
所
ニ
罷
在
、
当
時
専
後
悔
い
た
し
居
候
歟
ニ
而
学
問
而

已
い
た
し
、
左
も
無
之
節
々
種
々
古
筆
を
集
メ
手
跡
を
楽
し
ミ
罷
在
、
近
辺
更

ニ
突
合
も
無
之
、
只
々
永
岡
様
と
申
唱
居
候（

（（
（

 

入
谷
日
の
出
稲
荷
後
に
転
宅
し
た
の
ち
も
家
の
普
請
を
結
構
に
し
、
当
時
は
二
條
家

の
家
来
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
儀
兵
衛
の
次
男
と
紹
介
さ
れ
る
が
、
時
期
か
ら
考
え

御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の
子
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
、
兄
の
存
在
は
不
詳
で
あ
る
。
注
目

す
べ
き
点
は
刑
部
が
放
蕩
の
た
め
親
元
か
ら
離
さ
れ
、
一
度
は
秋
田
藩
主
佐
竹
家
の

家
来
が
引
き
受
け
て
隠
者
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
の
ち
に
二
條
家
の
家
臣
と
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
古
筆
を
多
く
収
集
し
、
永
岡
様
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が

知
れ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
伊
三
郎
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
背
景
に
は
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の

長
子
の
存
在
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
次
男
新
八
郎
の
素
行
不
良
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　

御
用
達
初
代
儀
兵
衛
が
新
八
郎
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
佐
竹
家
家
来
に
隠
者
と
し
て

遇
さ
れ
た
記
述
を
考
え
る
と
き
、
特
に
佐
竹
家
と
の
関
係
で
は
、
秋
田
藩
家
老
で
あ

る
宇
都
宮
孟
綱
（
一
八
〇
一
―
一
八
九
一
（
に
よ
る
日
記
で
あ
る
『
宇
都
宮
孟
綱
日

記
』
天
保
十
五
年
八
月
二
十
六
日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

一
、 

今
日
、
屋
形
様
十
間
川
屋
敷
へ
被
為
入
、
夫
よ
り
永
岡
儀
兵
衛
と
申
町
人

江
始
而
被
遊
御
立
寄
候
、
銀
百
枚
拝
領
被
仰
付
夜
ニ
入
、
御
帰
殿
也（

（（
（

 

す
な
わ
ち
同
日
に
秋
田
藩
十
代
藩
主
佐
竹
義
厚
（
一
八
一
二
―
一
八
四
六
（
が
鴻
池

屋
に
来
宅
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
当
主
は
御
用
達
二
代
目
儀

兵
衛
と
な
る
。
当
日
の
各
居
室
を
飾
っ
た
作
品
に
つ
い
て
の
詳
細
は
先
述
の
『
江
都

日
記
』
に
詳
し
く
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

別
荘
、
先
御
見
候
屋
敷
八
間
、
二
階
三
間
と
見
得
申
候
、
到
て
奇
麗
手
を
尽
く

し
候
普
請
と
見
得
候
。
上
御
居
間
床
へ
雪
舟
之
三
幅
対
、
左
右
に
芦
に
雁
、
中

福
禄
寿
。
御
座
敷
猩
々
緋
大
幅
二
つ
折
、
料
紙
硯
何
れ
も
梨
子
地
金
蒔
絵
、
御

腰
屏
風
は
裏
表
よ
り
絹
張
に
て
四
枚
応
挙
筆
花
鳥
の
類（

（（
（

。

儀
兵
衛
の
別
荘
は
二
階
建
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
、
居
間
に
は
雪
舟
の
三
幅
対
が
掛

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
ほ
か
腰
屏
風
が
円
山
応
挙
筆「
花
鳥
」で
あ
っ

た
ほ
か
、
当
日
は
足
利
義
政
筆
「
山
水
」、
狩
野
安
信
筆
「
七
福
人
」、
英
一
蝶
筆
小

屏
風
、
狩
野
尚
信
筆
「
日
の
出
の
不
二
」、
そ
の
ほ
か
茶
屋
五
箇
所
に
も
名
画
が
掛

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
時
期
か
ら
考
え
御
用
達
二
代
儀
兵
衛
の
時
点
と
判

断
さ
れ
、
多
く
の
書
画
を
所
蔵
し
た
こ
と
に
加
え
、
茶
亭
な
ど
茶
の
湯
へ
の
関
心
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
翌
日
に
は
儀
兵
衛
に
御
館
入
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
三
十
人
扶
持
、
手
代
清

右
衛
門
に
は
三
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
秋
田
藩
と
の
関
係
は
幕

末
ま
で
継
続
さ
れ
、
特
に
安
政
五
年
十
月
二
十
二
日
に
は
、
十
二
代
藩
主
義
就
（
儀

尭
／
一
八
二
五
―
一
八
八
四
（
が
藩
主
と
な
っ
た
の
ち
十
万
両
の
調
達
に
応
じ
て
、

年
内
に
三
万
両
を
納
金
す
る
取
り
決
め
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
が
秋
田
藩
と
関
係
し
た
当
初
、
商
業
的
な
関

係
も
含
め
、
自
身
の
息
子
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
も
秋
田
藩
の
家
来
に
相
談
が
あ
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
御
用
達
二
代
目
儀
兵
衛
の
と
き
に
は
藩
出
入
の
商
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人
と
し
て
関
係
し
て
い
く
経
過
が
確
認
で
き
る
。

五
、「
五
節
句
図
」
の
抱
一
書
簡
二
通
の
周
辺

　

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
藤
懸
は
『
國
華
』
中
、
抱
一
に
よ
る
書
簡
二
通
の
う

ち
清
六
宛
書
簡
中
、
作
画
依
頼
が
伊
三
郎
で
あ
る
た
め
宛
名
に
あ
る
鴻
儀
す
な
わ
ち

鴻
池
屋
儀
兵
衛
と
同
一
人
物
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
以
後
の
研
究
で
も
引
き
継
が
れ

る
。
そ
こ
で
改
め
て
書
簡
二
通
に
着
目
す
る
と
全
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
便

宜
上
、
鴻
儀
宛
、
清
六
宛
と
表
記
す
る
。

　

鴻
儀
宛
書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

尚
々
廿
八
日
御
待
申
上
候

五
節
句
五
幅
対
よ
ふ
〳
〵
出
来
候
持
せ
さ
し
上
候

是
は
近
年
の
ほ
ね
を
り
に
て
候
御
ほ
め
可
被
下
候

廿
八
日
に
は
御
出
の
よ
し
か
な
ら
ず
御
待
申
候

清
六
様
も
御
隙
な
ら
御
つ
れ
可
被
下
候
何
も
そ
の
節

と
早
々
申
上
候　

已
上

　
　

廿
五
日　

　

鴻
儀
様　
　
　
　
　

抱
一

　
　
　

御
下（

（（
（

 

　

清
六
宛
書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

清
六
様　
　

抱
一

此
間
は
折
角
御
出
被
下
候
と
こ
ろ
水
道
橋
御
や
し

き
ま
ゐ
り
お
そ
く
か
へ
り
二
丁
目
へ
も
ま
ゐ
ら
ず

昨
夜
一
寸
ま
ゐ
り
候
と
こ
ろ
御
た
つ
ね
可
被
下
よ

し
そ
の
う
え
此
ほ
と
の
二
幅
対
御
肴
代
被
下
お
そ

れ
入
候
こ
れ
は
さ
や
よ
ふ
事
な
き
つ
も
り
に
て
周

二
方
へ
も
絹
地
の
代
直
々
に
遣
し
申
候
何
事
も
一

日
御
く
り
合
御
遊
び
に
御
出
可
被
下
候
日
短
に
候

ま
ま
は
や
く
御
入
奉
待
候
相
楽
居
申
候　

已
上

　
　

廿
五
日

尚
々
伊
三
郎
様
御
た
の
み
の
五
節
句
五
幅
対
出

来
候
ま
〻
上
申
候
こ
れ
は
よ
ほ
ど
ほ
ね
お
り
申

候
重
て
は
御
免
に
て
御
座
候
御
詫
可
被
下
候

貴
君
様
御
た
の
み
小
幅
出
来
居
候
ま
〻
一
処
に

持
た
せ
さ
し
上
候

こ
れ
ら
の
書
簡
は
当
初
か
ら
「
五
節
句
図
」
に
付
属
し
た
も
の
で
は
な
く
、
抱
一
の

弟
子
で
あ
る
池
田
孤
邨
（
一
八
〇
二
―
一
八
六
七
（
の
子
で
あ
る
池
田
江
村
（
生
没

年
不
詳
（
の
元
に
あ
っ
た
。「
五
節
句
図
」
が
鴻
池
屋
を
離
れ
八
百
善
を
営
ん
だ
栗

山
家
が
所
持
し
た
と
き
、
書
簡
は
江
村
か
ら
譲
渡
さ
れ
付
属
し
た
。
そ
こ
で
江
村
の

書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

拝
啓
新
緑
相
催
候
処
益
御
多
祥
奉
賀
上
候
日
外
御
約
束
仕
候
抱
一
上
人

　
　

五
節
句
図
五
幅
対
之
文
本
日
見
出
し
申
候
間
兼
て
貴
家
御
所
蔵
の
名
幅
御

　
　

認
に
相
成
候
時
之
文
に
候
間
呈
上
仕
候
御
蔵
手
可
被
下
候
此
内
に
伊
三
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

　
　

郎
と
有
之
は
茅
場
町
永
岡
儀
兵
衛
氏
に
御
座
候
清
六
と
申
人
は
右
同
家

　
　

手
代
ニ
御
座
候
又
周
二
と
申
は
拙
家
先
代
孤
村
事
に
候
是
又
申
上
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
々
頓
首

　
　
　
　
　

五
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
江
村

　
　

栗
山
善
四
郎
様

本
書
簡
に
よ
り
当
時
の
鴻
池
屋
の
周
辺
が
知
れ
る
。
と
こ
ろ
で
池
田
江
村
に
つ
い
て

藤
懸
は
孤
邨
の
息
子
と
紹
介
し
て
い
る（

（（
（

。
江
村
は
明
治
三
十
四
年
一
月
七
日
に
は
茶

会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。
ま
た
高
橋
義
雄
（
箒
庵
／
一
八
六
一
―

一
九
三
七
（
の
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
一
九
二
九
年
（
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
九

年
五
月
に
渡
邊
驥
（
一
八
三
〇
―
一
八
九
六
（
は
所
持
品
を
星
ヶ
丘
茶
寮
で
入
札

に
よ
る
売
却
に
際
し
、
札
元
は
年
来
の
縁
故
に
よ
り
梅
澤
安
藏
（
一
八
四
五
―

一
九
三
三
（、
池
田
江
村
、
古
筆
了
仲
（
一
八
二
〇
―
一
八
九
一
（
で
あ
り
、
明
治

期
の
江
村
は
道
具
商
と
し
て
も
活
動
し
た
こ
と
が
知
れ
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
江
村
書
簡
の

年
次
を
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、
幕
末
よ
り
明
治
期
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
た

め
、
文
政
十
年
の
鴻
池
屋
の
実
態
を
正
確
に
記
し
た
情
報
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で

御
用
達
初
代
儀
兵
衛
お
よ
び
養
子
と
な
っ
た
伊
三
郎
の
関
係
か
ら
本
書
簡
を
改
め
て

検
討
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
に
「
五
節
句
図
」
の
制
作
年
代
は
付
属
す
る
抱
一
筆
の
小
冊
子
の
年
号
よ
り

文
政
十
年
と
な
る
。
こ
の
当
時
は
養
父
で
あ
る
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
は
御
用
達
、
伊

三
郎
は
い
ま
だ
に
御
用
達
見
習
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
か
つ
鴻
池
屋
の
当
主
で
は
な

い
。
抱
一
の
書
簡
の
う
ち
宛
名
の
「
鴻
儀
様
」
は
、
鴻
池
屋
儀
兵
衛
の
略
し
た
名
と

考
え
ら
れ
る
が
、
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
に
対
し
て
は
疑
問
で
あ
る
。
当
時
の
鴻
池
屋
の

状
況
か
ら
も
、
宛
名
の
「
鴻
儀
様
」
と
は
当
主
の
儀
兵
衛
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
屋
号
の
略
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

第
二
に
清
六
（
生
没
年
不
詳
（
に
つ
い
て
の
記
述
が
確
認
で
き
る
の
は
天
保
十
三

年
の
時
点
で
矢
部
定
謙
（
一
七
八
九
―
一
八
四
二
（
の
罷
免
に
関
す
る
記
録
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
山
中
雅
子
氏
が
『
鈴
鹿
国
際
大
学
紀
要
（
第
一
〇
号
（』

（
二
〇
〇
四
年
（
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る（

（（
（

。
山
中
氏
に
よ
れ
ば
、
矢
部
定
謙
が
勘

定
奉
行
を
経
て
西
丸
留
守
居
と
な
っ
た
以
降
も
町
方
御
用
達
の
仙
波
太
郎
兵
衛
（
生

没
年
不
詳
（
よ
り
救
米
買
付
を
命
じ
ら
れ
た
資
料
を
受
け
取
り
、
筋
違
い
の
調
査
が

問
題
視
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
鐘
奇
斎
日
々
雑
記
』
や
『
続
泰
平
年
表
』
で

は
仙
波
太
郎
兵
衛
と
と
も
に
永
岡
儀
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
処
罰
さ
れ
、

太
郎
兵
衛
と
儀
兵
衛
は
押
込
と
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
る（

（（
（

。
な
お
こ
の
当
時
の
儀
兵
衛

と
は
御
用
達
二
代
儀
兵
衛
と
な
る
。
ま
た
無
構
と
さ
れ
た
人
物
の
中
に
は
「
永
岡
儀

兵
衛
手
代　

清
六
」
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
鴻
儀
宛
書
簡

よ
り
、
伊
三
郎
（
後
の
御
用
達
二
代
儀
兵
衛
（
と
抱
一
の
関
係
、
さ
ら
に
清
六
は
絵

画
に
関
す
る
見
識
を
有
し
た
手
代
で
あ
っ
た
の
か
、
伊
三
郎
が
来
宅
す
る
際
は
清
六

も
同
道
す
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
、
伊
三
郎
が
抱
一
に
作
画
依
頼
を
可
能
と
し
た

背
景
に
は
養
父
と
な
る
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
に
よ
る
当
時
の
鴻
池
屋
の
隆
盛
が
あ
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
に
よ
る
隆
盛
と
、
伊
三
郎

と
抱
一
と
の
交
流
が
影
響
し
、
文
政
十
年
に
作
画
依
頼
す
る
経
緯
で
あ
る
と
い
う
解

釈
が
成
り
立
つ
。

　

伊
三
郎
の
後
の
活
動
と
し
て
は
嘉
永
四
年
七
月
に
は
隅
田
川
で
尾
張
屋
の
抱
遊
女

で
あ
る
長
尾
（
生
没
年
不
詳
（
を
連
れ
出
し
、
筏
の
上
で
高
雄
釣
し
切
狂
言
を
行
い
、

そ
の
費
用
に
六
百
両
、
長
尾
を
連
れ
出
す
の
に
五
十
両
を
費
や
し
た
と
さ
れ
何
か
と
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十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

話
題
が
多
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の
没
年
は
不
詳
な

が
ら
、
天
保
七
年
に
病
気
を
理
由
に
御
用
達
御
免
を
申
し
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や

は
り
御
用
達
二
代
目
儀
兵
衛
に
よ
る
行
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

特
に
鴻
池
屋
の
文
化
的
活
動
で
注
目
す
べ
き
時
期
は
嘉
永
期
で
次
の
二
点
が
あ

る
。

　

一
点
目
は
茶
の
湯
道
具
で
同
家
の
所
蔵
品
と
し
て
著
名
な
作
品
は
、
中
興
名
物
瀬

戸
茶
入
銘
「
思
河
」
で
あ
る
。『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
れ
ば
本
茶
入
に
は
嘉
永
六
年

十
月
に
自
楽
庵
よ
り
永
岡
儀
兵
衛
へ
宛
て
た
譲
状
が
付
属
し
て
お
り
全
文
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

茶
入
譲
状

　
　

一　

藤
四
郎
作
茶
入

　
　
　
　
　
　
　

箱
書
付
宗
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

銘　

思
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
に
通
茂
卿
色
紙
一
軸
添

　
　
　
　

右
者
兼
々
所
持
之
処
、
此
度
依
御
所
望
旧
来
之
懇
意
故
御
譲
申
候
、
永

　
　
　
　

御
秘
蔵
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　

嘉
永
六
年
十
月　
　
　
　
　

自
楽
庵
印

　
　
　
　

永
岡
儀
兵
衛
殿

　
　
　
　
　

追
而
御
不
用
の
節
は
再
御
譲
受
可
申
候
、
以
上（

（（
（

 

編
者
で
あ
る
箒
庵
は
自
楽
庵
を
山
科
泰
安
（
生
没
年
不
詳
（
と
す
る
。
し
か
し
現
在
、

慶
應
義
塾
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
江
戸
御
土
蔵
器
財
写
』（

（（
（

の
奥
書
に
は
「
土
方
縫
殿

介
自
楽
庵
／
御
所
持
之
本
也
」
と
あ
る
た
め
、
自
楽
庵
と
は
以
前
の
所
蔵
者
で
あ
る

土
方
縫
殿
介（
生
没
年
不
詳
（と
な
る
。そ
の
た
め
本
茶
入
を
土
方
縫
殿
介
が
所
持
し
、

そ
の
後
、
旧
来
の
懇
意
で
あ
っ
た
儀
兵
衛
へ
譲
渡
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
土
方

が
所
持
し
た
茶
入
で
は
「
思
河
」
の
ほ
か
現
在
、
野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
中
興
名

物
茶
入
銘
「
藻
塩
」
が
あ
る
。
土
方
が
所
持
し
た
時
点
で
藻
塩
茶
入
の
次
第
は
思
河

茶
入
の
次
第
が
写
さ
れ
た
。
藻
塩
茶
入
は
そ
の
後
、
江
戸
の
町
人
で
あ
る
鳥
羽
屋
道

樹
（
寿
星
軒
／
一
六
八
六
―
一
八
六
九
？
（
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
当
時

の
江
戸
の
茶
の
湯
文
化
に
お
い
て
鴻
池
屋
は
主
要
な
収
集
家
で
あ
っ
た
と
知
れ
る（

（（
（

。

　

二
点
目
は
鴻
池
屋
儀
兵
衛
と
池
上
本
門
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
罹
災
美
術
品
目

録
』
に
よ
れ
ば
「
日
蓮
上
人
の
紅
の
御
本
尊
を
始
め
、
上
人
の
文
書
、
日
朗
、
日
像

の
曼
荼
羅
等
の
如
き
本
門
寺
の
重
宝
が
永
代
借
用
と
称
し
て
、
同
家
に
伝
来
し
た
」（

（（
（ 

と
す
る
点
で
あ
る
。
本
門
寺
の
五
重
塔
の
改
修
に
あ
た
り
、
五
重
塔
修
復
棟
札
（
嘉

永
七
年
（
は
戦
災
で
消
失
し
た
が
、
記
録
で
は

　
　

于
茲
東
都
茅
場
街
之
住
永
岡
姓
発
大
志
願（

（（
（

 

と
あ
る（

（（
（

。
こ
の
永
岡
氏
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
当
時
、
茅
場
町
で
永
岡
姓
を
名
乗
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
鴻
池
屋
儀
兵
衛
の
み
で
あ
る
た
め
鴻
池
屋
当
主
に
よ
る
寄
進
と

な
る
。
ま
た
『
罹
災
美
術
品
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
門
寺
か
ら
永
代
借
用
し
た
品
々

は
関
東
大
震
災
に
際
し
て
焼
失
を
逃
れ
た
も
の
の
、
日
蓮
所
持
柄
香
炉
（
池
上
本
門

寺
伝
来
（
は
焼
失
し
た
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
蓮
（
一
二
二
二
―
一
二
八
二
（
の
文

書
な
ど
を
本
門
寺
か
ら
永
代
借
用
す
る
な
ど
そ
の
信
仰
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
同
書

で
は
焼
失
し
た
作
品
と
し
て
池
田
孤
邨
に
よ
る
「
釈
尊
一
代
記
絵
巻
（
三
巻
（」
お

よ
び
「
日
蓮
大
士
一
代
記
絵
巻
（
六
巻
（」
が
所
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

一
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

日
蓮
に
関
す
る
行
状
の
絵
巻
物
と
な
る
。
特
に
、
先
述
の
清
六
宛
書
簡
中
に
は
周
二

こ
と
孤
邨
の
記
述
が
確
認
で
き
、
文
政
十
年
時
点
で
鴻
池
屋
と
の
関
係
が
確
認
で
き

る
。
日
蓮
に
関
す
る
絵
巻
の
依
頼
者
は
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
ま
た
は
御
用
達
二
代
目

儀
兵
衛
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
根
底
に
は
信
仰
に
基
づ
く
作
画
の
依
頼

で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
む
す
び

　

本
稿
で
は
江
戸
の
地
廻
り
酒
問
屋
で
あ
る
鴻
池
屋
の
創
業
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で

の
当
主
の
活
動
時
期
を
明
確
に
し
た
。
特
に
伊
三
郎
が
、
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の
養

子
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
実
子
新
八
郎
の
素
行
不
良
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

従
来
、「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
の
う
ち
鴻
儀
宛
に
つ
い
て
は
伊
三

郎
宛
と
さ
れ
て
き
た
。
御
用
達
に
関
す
る
記
録
か
ら
文
政
十
年
当
時
の
伊
三
郎
は
当

主
で
は
な
い
も
の
の
抱
一
の
交
流
か
ら
作
画
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
ま
た
宛
名
の
鴻
儀
と
は
屋
号
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
抱

一
が
没
す
る
た
め
、
伊
三
郎
と
抱
一
と
の
交
流
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
作
品
と
考

え
ら
れ
る
。
伊
三
郎
は
文
政
十
年
以
前
に
も
抱
一
へ
の
作
画
依
頼
は
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
多
く
の
抱
一
作
品
を
所
蔵
し
た
。

　

鴻
池
屋
の
美
術
品
収
集
で
は
、
御
用
達
初
代
儀
兵
衛
の
次
男
新
八
郎
が
古
筆
の
収

集
を
行
っ
た
こ
と
と
、
養
子
と
し
て
迎
え
た
伊
三
郎
（
御
用
達
二
代
儀
兵
衛
（
は
抱

一
に
作
画
を
依
頼
し
て
い
た
。
御
用
達
二
代
儀
兵
衛
（
伊
三
郎
（
が
天
保
十
五
年
に

秋
田
藩
主
を
自
宅
に
迎
え
た
際
に
は
雪
舟
、
応
挙
と
い
っ
た
作
品
が
各
部
屋
を
飾
っ

て
お
り
、
多
く
の
書
画
を
所
蔵
し
て
い
た
。
さ
ら
に
嘉
永
期
の
鴻
池
屋
で
は
中
興
名

物
茶
入
銘
「
思
河
」
を
入
手
す
る
な
ど
、
鴻
池
屋
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
多
く
の

美
術
品
収
集
の
形
態
が
明
確
と
な
る
。

　

鴻
池
屋
と
寺
院
の
関
係
で
は
、
寛
政
期
に
鴻
池
屋
を
隆
盛
さ
せ
た
当
時
の
当
主
が

妙
壽
寺
の
檀
越
と
し
て
関
係
し
た
。
こ
の
発
心
の
動
機
と
し
て
天
明
期
の
飢
饉
に
際

し
、
鴻
池
屋
の
商
業
の
隆
盛
の
反
動
と
し
て
寄
進
を
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
菩
提
寺
を
同
寺
と
し
鴻
池
屋
が
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
で
以
降
の
当
主
が

さ
ら
に
信
仰
心
を
深
め
た
と
い
え
る
。
ま
た
鴻
池
屋
当
主
と
本
門
寺
は
、
同
寺
へ
の

寄
進
お
よ
び
同
寺
よ
り
の
日
蓮
の
文
書
な
ど
の
永
代
借
用
か
ら
信
仰
心
の
篤
い
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
特
に
嘉
永
期
の
寄
進
で
は
、
抱
一
に
「
五
節
句
図
」
を
依
頼
し
た

伊
三
郎
こ
と
御
用
達
二
代
目
儀
兵
衛
の
活
動
時
期
と
重
な
り
、
鴻
池
屋
永
岡
家
の
文

化
的
活
動
を
知
る
上
で
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
鴻
池
屋
旧
蔵
品
の
調
査
も
含
め
て
詳
細
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

謝
　
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
妙
壽
寺
、
金
刀
比
羅
宮
、
大
倉
集

古
館
、
東
京
都
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
慶
應
義
塾
図
書
館
、
岩
瀬
文
庫
、

三
吉
廣
明
師
、
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
　
記

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
２
１
Ｋ
１
２
８
８
９
（、
鹿
島
美
術
財
団

二
〇
二
〇
年
度
・
美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
の
助
成
に
よ
る
。
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二
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註（
１
）		『
諸
問
屋
名
前
帳
』
細
目
（
一
）『
旧
幕
引
継
書
目
録
』
三
、
国
立
国
会
図
書
館
閲
覧
部
、

一
九
六
一
年
、
九
一
頁
。

（
２
）		

藤
懸
静
也
「
酒
井
抱
一
筆
五
節
句
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
四
三
四
号
、
國
華
社
、

一
九
二
七
年
、
四
―
一
九
頁
。

（
３
）		

岡
野
智
子
氏
に
よ
る
研
究
で
は
抱
一
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
が
な
さ
れ
、
書
簡
に
つ

い
て
は
永
岡
伊
三
郎
宛
と
表
記
さ
れ
る
。

（
４
）		

玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵　

酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
〇
四
年
。
四
七
九
頁
。

（
５
）		

高
橋
箒
庵
著
、
熊
倉
功
夫
、
原
田
茂
弘
校
注
『
東
都
茶
会
記
』
第
一
巻
、
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
、
六
〇
頁
。

	

同
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

	

当
時
有
名
な
る
富
豪
の
長永
岡
は
了
雲芸
の
大
顧
客
に
し
て
、
了
雲
茶
会
を
催
し
て
長

岡
を
招
待
す
れ
ば
、
長
岡
は
其
茶
器
一
切
を
買
収
す
る
が
例
な
り
し
と
云
ふ

（
６
）		

あ
さ
く
ら
ゆ
う
『
慶
応
四
年
新
撰
組
近
藤
勇
始
末
―
江
戸
か
ら
五
兵
衛
新
田
・
流
山
・

板
橋
ま
で
―
』
崙
書
房
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。
こ
の
ほ
か
同
氏
に
よ
る
『
新
選
組
を
探

る
―
幹
部
た
ち
の
隠
さ
れ
た
真
実
を
追
う
』（
潮
書
房
光
人
社
、
二
〇
一
四
年
）
で
も

永
岡
儀
兵
衛
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）		

松
下
英
治
『
新
選
組
流
山
顛
末
記
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
８
）		

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。
資
料
番
号
一
六
二
―
一
二
九
。

（
９
）		

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。
請
求
記
号
六
三
三
・
Ｄ
三
・
〇
八
。

（
10
）		

國
華
倶
楽
部
編
『
罹
災
美
術
品
目
録
』
吉
川
忠
志
、
一
九
三
三
年
、
一
七
八
頁
。

（
11
）		

本
庄
栄
治
郎
校
訂
、
武
陽
隠
士
『
世
事
見
聞
録
』（
新
装
版
）、
青
蛙
房
、
二
〇
〇
一
年
、

二
〇
四
頁
。

（
12
）		

東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
一
、
東
京
都
、
一
九
八
七
年
、
五
四
―

五
八
頁
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
天
明
七
年
丁
未
五
月　

米
穀
払
底
ニ

付
江
戸
騒
動
之
次
第
』
に
み
え
る
買
米
に
関
係
し
た
商
人
ら
に
鴻
池
屋
の
名
は
確
認
で

き
な
い
。

（
13
）		

秋
田
市
役
所
編
『
秋
田
市
史
』
中
巻
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
五
年
、
一
一
一
頁
よ
り

再
引
用
。

（
14
）		

日
本
観
光
文
化
研
究
所
編
『
金
毘
羅
庶
民
信
仰
資
料
集
』
第
二
巻
、
金
刀
比
羅
宮
社
務

所
、
一
九
八
三
年
、
一
九
頁
。

（
15
）		

前
掲
注（
１
）。『
諸
問
屋
名
前
帳
』細
目（
一
）『
旧
幕
引
継
書
目
録
』三
、八
九
―
九
〇
頁
。

（
16
）		

横
地
信
輔
『
東
京
酒
問
屋
沿
革
史
』
東
京
酒
問
屋
統
制
商
業
組
合
、
一
九
四
三
年
、

一
八
頁
。
横
地
は
地
廻
り
酒
問
屋
と
下
り
酒
問
屋
の
区
別
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
享
保
六
年
よ
り
同
十
一
年
の
間
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
）		

寄
進
さ
れ
た
の
は
以
下
と
な
る
。

	
	

真
鍮
灯
籠
（
一
対
）、
磬
台
（
一
個
）、
打
鳴
并
台
（
一
基
）、
宣
徳
製
香
炉
（
一
個
）、

溜
塗
香
炉
台
（
三
脚
）
お
よ
び
施
餓
鬼
棚
（
一
基
）、
黒
塗
香
炉
台
（
一
脚
）
お
よ
び

施
餓
鬼
棚
付
白
麻
幡
（
四
流
）、
龍
頭
白
絹
幡
（
四
組
）、
太
鼓
（
一
個
）、
鉄
貯
水
桶
（
一

対
）、
素
絹
并
五
條
（
十
二
服
）、
鏧
蒲
団
（
三
枚
）、
水
引
（
二
枚
）、
打
敷
（
五
枚
）、

紫
縮
緬
幕
（
一
張
）、
洞
月
画
源
氏
須
磨
図
（
一
幅
。
荒
川
洞
月
か
）、
鎕
火
鉢
（
十
四
）、

鎕
大
火
鉢
（
一
個
）、
香
炉
形
真
鍮
落
火
鉢
（
一
個
）、
西
瓜
形
楽
焼
火
鉢
（
一
個
）、

煙
草
盆
火
入
付
（
五
面
）、
菓
子
盆
（
五
十
枚
）、
朱
塗
引
盃
（
三
十
枚
）、
黒
塗
硯
箱
（
一

個
）。

（
18
）		

東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
五
十
一
、
東
京
都
、
二
〇
一
〇
年
、
四
五
六
頁

一
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鴻
池
屋
・
永
岡
儀
兵
衛
の
周
縁
―
「
五
節
句
図
」
に
付
属
す
る
抱
一
書
簡
二
通
に
注
目
し
て
―

よ
り
再
引
用
。

（
19
）		

こ
の
よ
う
な
資
産
状
況
を
詳
し
く
記
載
す
る
の
は
御
用
達
と
し
て
そ
の
資
産
規
模
が
相

応
し
い
か
を
判
断
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
20
）		
例
え
ば
勘
定
所
御
用
達
で
あ
る
鳥
羽
屋
清
左
衛
門
の
倅
清
助
が
文
化
四
年
に
御
用
達
見

習
と
な
っ
て
い
る
。

（
21
）		

こ
の
一
件
に
関
し
て
『
七
十
冊
物
類
集
』
に
所
収
さ
れ
る
「
安
政
二
年
正
月
十
九
日
言

上
帳
書
抜
」
で
は
先
と
同
様
に
見
習
御
免
を
願
う
文
書
あ
り
「
私
倅
伊
三
郎
と
申
貮
拾

六
歳
」
と
あ
る
。
本
文
書
の
作
成
年
次
が
文
政
元
年
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
本

稿
で
は
生
年
を
文
政
十
二
年
ま
た
は
天
保
元
年
と
し
た
。

（
22
）		『
七
十
冊
物
類
集
』
中
、「
同
人
次
男
／
辰
蔵
／
卯
二
拾
四
歳
」
と
あ
り
生
年
は
天
保
三

年
と
な
る
。

（
23
）		

東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
六
十
、
東
京
都
、
二
〇
一
九
年
、
六
五
七
頁
よ

り
再
引
用
。

（
24
）		

前
掲
注
（
６
）。
あ
さ
く
ら
ゆ
う
『
新
選
組
を
探
る
―
幹
部
た
ち
の
隠
さ
れ
た
真
実
を

追
う
』
潮
書
房
光
人
社
、
二
〇
一
四
年
。
二
一
一
頁
。

（
25
）		

田
中
康
雄
編
『
江
戸
商
家
・
商
人
名
デ
ー
タ
総
覧
』
第
五
巻
、
柊
風
舎
、
二
〇
一
〇
年
、

一
一
三
頁
。

（
26
）		

伊
藤
喬
編
『
日
本
保
険
史
』
同
胞
舎
、
一
九
七
八
年
、
二
八
八
頁
よ
り
再
引
用
。

（
27
）		

川
崎
房
五
郎
『
明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』（『
都
史
紀
要
』
十
三
）、
東
京
都
、

一
九
六
五
年
、
四
五
―
五
一
。

（
28
）		

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
井
伊
家
史
料
』
二
十
一
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
、

三
四
〇
―
三
四
一
頁
。

（
29
）		

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
井
伊
家
史
料
』
二
十
二
巻
、
同
朋
舎
、
二
〇
〇
一
年
、

二
〇
三
頁
。

（
30
）		

秋
田
県
公
文
書
館
編
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
一
巻
、
秋
田
県
、
二
〇
〇
六
年
、

六
六
七
―
六
六
八
頁
。

（
31
）		

前
掲
注
（
13
）。
秋
田
市
役
所
編
『
秋
田
市
史
』
中
巻
。
一
一
〇
―
一
一
二
頁
。

（
32
）		

秋
田
県
『
秋
田
県
史
』
第
三
巻
近
世
編
下
、
秋
田
県
、
一
九
六
五
年
、
八
〇
頁
。

（
33
）		

前
掲
註（
２
）。
藤
懸
静
也「
酒
井
抱
一
筆
五
節
句
図
に
就
て
」『
國
華
』四
三
四
号
。
五
頁
。

な
お
以
降
の
書
簡
に
つ
い
て
は
一
九
頁
。

（
34
）		

最
近
の
研
究
で
は
岡
野
智
子
氏
が
孤
邨
の
系
図
を
明
確
に
し
、
江
村
は
養
子
で
あ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
（「
池
田
孤
邨
論

―
新
出
の
「
紅
葉
に
流
水
図
屛
風
」
を
中
心

に

―
」『
國
華
』
通
号
一
四
三
九
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
35
）		

安
田
善
次
郎
『
松
翁
茶
会
記
』
中
巻
、
安
田
善
次
郎
、
一
九
二
七
年
、
二
三
六
頁
。

（
36
）		

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
、
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
。

（
37
）		

山
中
雅
子
「
桑
名
藩
御
預
人
元
南
町
奉
行
矢
部
駿
河
守
定
謙
に
つ
い
て
」『
鈴
鹿
国
際

大
学
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
、
四
七
―
六
〇
頁
。

（
38
）		「
桑
名
様
へ
矢
部
駿
河
守
永
御
預
御
達
于
時
之
写
」『
鐘
奇
斎
日
々
雑
記
』（『
日
本
都
市

生
活
史
料
集
成
』
一　

三
都
篇
一
、
学
習
研
究
社
、
一
九
七
七
年
、
五
九
三
―
五
九
六

頁
）。
同
書
で
は
永
富
儀
兵
衛
と
記
載
さ
れ
る
が
、
町
方
御
用
達
で
あ
る
た
め
永
岡
が

正
し
い
。

（
39
）		

原
田
伴
彦
ほ
か
編
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
三
都
篇
一
巻
、
学
習
研
究
社
、

一
九
七
七
年
、
五
九
五
頁
。

（
40
）		

清
水
緑
「
酒
井
抱
一
筆
「
月
に
秋
草
図
屏
風
」
に
関
す
る
一
考
察
」『
美
術
史
学
』

二
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
研
究
室
、
一

―
二
五
頁
。
清
水
氏
は
『
罹
災
美
術
品
目
録
』
か
ら
鴻
池
屋
永
岡
家
の
抱
一
作
品
を
紹

介
し
て
い
る
。

（
41
）		

鈴
木
棠
三
、
小
池
章
太
郎
編
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、

一
四
（
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十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

四
二
五
頁
。

（
42
）		

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
四
編
、
宝
雲
舎
、
一
九
三
七
年
、
三
〇
―
三
一
頁
。

（
43
）		
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
二
〇
八
・
二
九
九
・
一
。

（
44
）		
宮
武
慶
之
「
鳥
羽
屋
道
樹
に
つ
い
て
」『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
三
〇
号
、
野
村
文

華
財
団
、
二
〇
二
一
年
、
一
八
―
三
三
頁
。

（
45
）		

前
掲
注
（
10
）。

（
46
）		

大
田
区
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
田
区
史
』
資
料
編
寺
社
一
、
東
京
都
大
田
区
、

一
九
八
一
年
、
一
二
四
頁
。

（
47
）		

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
池
上
本
門
寺
宝
塔
保
存

修
理
工
事
報
告
書
』、
日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門
寺
、
二
〇
一
〇
年
、
九
頁
。
な
お
池

上
本
門
寺
が
所
蔵
す
る
『
本
山
明
細
帳
』
で
は
天
保
元
年
に
宝
塔
を
再
建
し
た
記
述
が

確
認
で
き
る
が
、
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

一
五
（
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）


